
平成™œ年�月™š日 火曜日 第�— š号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
那
賀
郡

那
賀
町
小
浜
四
九
一
の
一
一
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

河
川
管
理
施
設
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
三
好
市

山
城
町
西
宇
字
小
歩
怪
道
の
下
二
三
〇
の
一
一
（
国
有

林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市

佐
田
字
安
谷
二
七
六
六
の
二
、
二
八
四
八
の
二
、
字
森

四
四
二
六
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市

佐
田
字
清
水
四
三
一
三
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市

佐
田
字
ƒ
立
二
五
九
三
の
一
七
か
ら
二
五
九
三
の
一
九

ま
で
、
字
荒
平
二
六
〇
二
の
三
九
か
ら
二
六
〇
二
の
六

二
ま
で
、
二
六
二
四
の
一
〇
か
ら
二
六
二
四
の
一
六
ま

で
、
字
彦
道
二
七
〇
七
の
八
、
二
七
〇
七
の
九
、
二
七

一
〇
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
宮
若
市

三
ケ
畑
字
ア
ガ
キ
一
の
二
、
八
の
二
、
一
六
の
四
、
一

七
の
六
、
五
〇
の
二
、
字
犬
渕
六
一
の
三
、六
一
の
四
、

六
一
の
七
、
六
六
の
二
、
六
六
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
七
十
四
号

中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
六
月
二
十
八
日
付
け
を
も
っ
て
左
記
の
者
を
中
小
企
業

診
断
士
と
し
て
登
録
し
た
の
で
、
中
小
企
業
診
断
士
の
登

録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業

省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

1
0
5
7
8
9

井
上
智
之

1
0
6
2
1
7

小
野
真
一

1
0
7
2
4
3

川
口

健
2
0
9
8
1
3

太
田
祐
司

2
0
9
8
5
3

増
田
隆
史

2
1
1
9
8
3

岩
Ä

徹
2
1
2
3
8
8

里
正
彦

2
1
3
4
9
5

福
田
健
二
郎

4
0
1
1
1
7

立
石
竜
資

4
0
5
8
4
3

加
藤

明
4
1
1
5
0
0

本
田
晋
平

4
1
1
5
0
1

尾
形

聡
4
1
1
5
0
2

新
宅

剛
4
1
1
5
0
3

津
蟹
洋
一

4
1
1
5
0
4

神
田
寿
己

4
1
1
5
0
5

大
河
原
大
策

4
1
1
5
0
6

西
田
賢
司

4
1
1
5
0
7

種
村
光
男

4
1
1
5
0
8

松
岡

祐
4
1
1
5
0
9

森
川
憲
一

4
1
1
5
1
0

真
下
和
孝

4
1
1
5
1
1

尾
稔

4
1
1
5
1
2

山
口
岳
夫

4
1
1
5
1
3

波
壁
篤
史

4
1
1
5
1
4

鵜
澤
周
矢

4
1
1
5
1
5

小
林
直
人

4
1
1
5
1
6

成
田

泰
4
1
1
5
1
7

木
村
隆
介

7
0
0
0
0
6

佐
藤
正
幸

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
七
十
五
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十

八
日
付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
氏
名
に
係
る
登

録
簿
の
変
更
を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

1
0
5
5
0
9

“
田
光
政

広
田
光
政

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
七
十
六
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十

八
日
付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除
を

し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示

す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

1
0
6
2
4
6

佐
藤
啓
三

2
0
3
7
9
6

柴
田
宗
男

7
0
0
0
1
5

越
桐
喜
一

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
七
十
七
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除
を
し
た

の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

4
0
5
8
6
9

武
藤
秀
二

4
0
5
8
7
1

岩
龍
雄

4
0
5
8
7
5

巳
年
後
徹

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
朝
倉
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
佐
田
字

彦
道
二
七
一
二
の
三
、
朝
倉
郡
東
峰
村
（
国
有
林
。
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
大
字
小
石
原
字
水
浦
一

八
五
九
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
岡
県
庁
並

び
に
朝
倉
市
役
所
及
び
東
峰
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
三
好
郡

東
み
よ
し
町
加
茂
一
一
三
九
の
六
（
国
有
林
。
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

農
道
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
庁
及

び
東
み
よ
し
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
三
好
市

三
野
町
加
茂
野
宮
字
東
島
一
四
（
国
有
林
。
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）・
一
六
の
二
・
一
六
の
三
（
以
上

二
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
徳
島
県
庁
及

び
三
好
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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